平成２８年度第1回岩国市環境審議会の結果について
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《審議等事項》

岩国市一般廃棄物処理基本計画の取り組み状況について
（会　長）
　それでは、これから第１回岩国市環境審議会を開催したいと思います。

本日は、環境審議会委員12名のうち11名の方が出席されております。したがって、岩国市環
境審議会条例第６条第２項の規定により、本日の会議が成立していることを報告致します。

次に、議事録の署名について、田村委員と藤谷委員、署名の方、宜しくお願い致します。

それでは、本日の議題となっております岩国市一般廃棄物処理基本計画の取り組み状況につい
て、担当課から説明をお願いいたします。
（担当課）
　資料「岩国市一般廃棄物処理基本計画の取り組み状況について」を用いて説明

（会　長)

今の説明に対して、ご質問やご意見はございますか。

（委　員）

１月15日号の広報誌に生ごみ処理機のことがありましたが、昨年度の意見を反映して柔軟に対
応し補助金のメニューを増やしていただき、ありがとうございました。補助金のメニューが増え
たことについては今後も積極的に広報していった方が良いと思います。
また、広報誌にあるごみ処理家計簿の数値が前年度同月分との比較になっていますが、目標値
との比較も載せたほうが市民意識の向上にもつながると思います。

あと、事業系ごみと家庭系ごみ、それぞれの質や組成の分析をしているかと思いますが、それ
ぞれの結果をもって具体的な減量の啓発をした方が良いのではないかと思います。

もうひとつ、公共下水道の現在の普及率と全国の平均値を教えていただけますか。

（担当課）

　まず、下水道のことから説明させていただきます。市の普及率は34.1％、山口県におきまして
は64.3％、全国については今、手元に資料を持ち合わせておりませんが、山口県平均よりも高く
75％くらいだったと思います。

（会　長）

これは下水道のみで、合併浄化槽などは含まれていませんよね。

（担当課）

　それにつきましては、生活排水処理普及率というのがありまして、これは整備済エリア内にいれば接続されていない方も整備済であるという考えのものになります。先ほどの環境事業課が説明した数値の生活排水処理率は、接続済の方のみを対象とした数値となります。

生活排水処理普及率につきましては、岩国市が70％、山口県におきましては85.6％、全国にお
きましては山口県よりも高い数値になります。
　昨年度の汚水処理構想の審議の中でご説明しましたが、今後10年間でこの数値を100％に持っ
ていきたいというのが国の考えです。

（担当課）

　生ごみ処理機器につきましては、今後補助金の紹介をする中で新しい機種が出れば、順次紹介
していきたいと考えております。

　ごみ処理家計簿につきましては、現在は前年度同月比となっております。これは基本計画の目
標値の設定が年度ごとになっており、月ごとの設定がないためです。達成状況をどういった形で
お伝えできるかを考えてまいりたいと思います。

　事業系ごみと家庭系ごみの組成につきましては、把握できていない状況です。年に数回、焼却
灰の分析をするのですが、分析を行うタイミングによってごみ質や組成の良し悪しというのがあ
ります。どの種類のごみが増えているためどういった施策をしていけば良いのかという所まで把
握するのは難しいのですが、全体としてどういった取り組みができるのか考えていく中で、減量
につながればと思っております。

（会　長）

　他にはございますか。

（委　員）
　卒業式のために毎年何人かは制服を新品に買いなおす生徒がおります。非常にもったいないのですが、式の後は使い道も無く捨てるしかありません。こういった状況の中で、リユースという形になるのかと思いますが、学校側は卒業式の後に洗濯して使える状態の制服を集めるようにしています。
　そこで提案ですが、各学校で制服、スリッパ、体操服などを１か所に集めておき、保護者の方
が受け取りに来易いように案内をしてみてはどうでしょうか。

　また、現在、市としてどういった考えで取り組まれておられるのか、今後、どう取り組みをし
ようと考えておられるのかを教えていただきたいのですが。

（委　員）

　現在、リサイクルプラザの中でエコフレンズいわくにが広報をして制服を集めておりますが、
結構な数が集まっています。

販売する際には１着100円で販売しており、利用者の方からは大変好評を得ております。

　エコフレンズの広報誌は市の広報誌の配布時に班回覧していただいておりますが、見られない方もおられるため、もっと広報できればと思っております。

（担当課）

　委員からご紹介いただいたとおりなのですが、担当課といたしましては、ごみの減量に取り組
む中で、使えるものは繰り返し使っていこうではないかという趣旨で制服のリサイクルを捉えて
おります。委員のご意見としましては教育的な面からということもあろうかと思いますが、今後、
教育委員会などと協働してどういった形でできるのか話し合いながら進めていく必要があるのか
など、今後の参考にさせていただきたいと思います。

（委　員）

　ごみ減量等推進委員を対象とした28年度の施設見学の件数と人数を教えていただきたい。

（担当課）

　今、手元に資料を持ち合わせておりませんが、

（委　員）

　あと、先日ある会合で３Ｒという言葉が出まして、それを知っている人が誰もおりませんでし
た。私も不勉強で知らなかったのですが、２月15日号の広報誌と一緒にチラシの回覧がきまして、
このことだったのだなと知りました。

高齢者には３Ｒなど横文字は理解しづらく、解らないことを何度いっても解らないと思います
ので、高齢者にも誰にでも解る言葉、表現で広報などしていただければと思います。

（担当課）
チラシを作るにあたっては、説明を詳しく入れ、具体的な施策も裏面に入れるなど、皆様に解
り易いチラシになるよう努力はしましたが、こういったご指摘をいただきましたので、用語の使
用につきましてはなるべく解りやすいものを使うよう、今後の参考にさせていただきたいと思い
ます。

（会　長）

　先ほど委員とも話をしていたのですが、岩国市の環境の２ページに人口の推移が掲載されてお
りまして、人口は減っているのに逆に世帯数は増えております。これは、高齢化が進んで独居老
人の数が増えているのではないかと考えられます。

委員のご指摘は非常に重要なことだと思いますので、ぜひ前向きに考えてください。

（会　長）

　他にはございますか。

（委　員）

　ごみ処理基本計画の施策の取り組み状況の１、２ページ目の中で出前環境講座、生涯学習市民
講座、ＤＶＤの貸し出し等について報告されておられますが、意外と効果が上がっていないとい
うのが現実ではないでしょうか。

例えば、市のホームページに動画でＤＶＤの内容をアップしたり、講座の様子を動画でアップ
したりすれば、様子が分かり易いし利用し易いように思いますがいかがでしょうか。

（担当課）

　ＤＶＤにつきましてですが、市のホームページがリニューアルされた時に検討はしたのですが、
まず、動画ということでデータ容量がかなり大きいのと、容リ協という団体が作成したＤＶＤで
すので、それを利用していいかというのがありまして躊躇した経緯があります。

　確かにホームページで配信できるようになれば、便利で良いと思います。
（委　員）

　貸し出しでも良いとは思いますが、やはり返却しにいかなければならないという手間は、利用
者にとって面倒だと思います。

（担当課）

なるべく便利になるようにと、図書館や総合支所など窓口を増やし、昨年度は15件と件数が伸
びたのですが、今年度は落ち着いてしまったところがありますことから、新たな発信方法を考え
ていきたいと思います。

（会　長）

　他にはございますか。

（委　員）

　昨年度、平成27年度に汚水処理の整備に関するスケジュールを示されたと思います。

費用があれば一度にできるが、それが無いので、どの地区を優先してやるかなどのスケジュー
ルを作っていくというお話だったのですが、そのスケジュールまたは費用のことに関してどのく
らい進んでいるのでしょうか。

（担当課）

　費用に関しましては、前回もご説明しましたが、国交省の予算というのがあります。国交省の
予算については対前年比で100％くらいか90何％できておりまして大幅に増えることはないと考
えます。

また、今年に入って川下地区は防衛省の予算で進めておりますので、そこにつきましては、今
までよりも増えた予算での動きになろうかと思います。

ただし、川下地区に限り防衛省の予算で進めますため、他の地区がどうなのかと言われると、
今までどおりくらいになろうかと考えます。限定的な予算の配分になっており、川下地区は飛行場の関係がありますので、そこに限って防衛省の予算で下水道の整備が認められており、その予算を他の地区の整備に使うことはできません。

　今後、多種多様な補助制度ができて来ますので、その辺りを見極めながら、また、違う補助制
度等が活用できるようであれば検討していきたいとは考えております。実際には、川下地区に別
予算が追加され、今までよりは増えているというのが現状でございます。

（会　長）

　他にはございますか。

（委　員）

　最初に説明がありました進行管理指標の実績についてですが、リサイクル率が平成24年度から
大体27％前後でほとんど変わっておりません。昨年パリ協定が批准されてＣＯ２削減が叫ばれて
いく中で、やはり可燃物を減らしていくことや分別を徹底するという方向もありますが、リサイ
クル率を上げていくことを考えないと、ＣＯ２削減に繋がらないと思います。

私の認識では、例えば金属破砕ごみという括りで排出しているごみがありますが、以前の審議
会で金属以外のものは殆ど焼却に回しているというのを聞いています。

そこで、その中でさらに分別を徹底すると言いますか、破砕ごみとして排出されたプラスチッ
クなどを資源化するという方法を考えていかないと、リサイクル率は上がらないと思うのですが、何か計画なりお考えがあるのかお聞きしたいのですが。

（担当課）

　前回の審議会でもそういったお話をいただいたかと思います。

分別の徹底という施策において、施設の改修が必要なものにつきましてはなかなか直ぐにはで
きないというところもある中で、３Ｒの推進や分別の徹底ということでチラシを作成しリサイク
ル率の向上を図るという取り組みをしていこうというのが、今年度実施したものです。

今年度のリサイクル率はまだ出ませんが、これで直ぐに改善されるとは考えておりませんので、
引き続き啓発だけではなく、何かしら施設の方にも展開できるような施策を考えて参りたいと思
います。

しかし、なかなかこれだという決定打が無いのが悩ましいところではあります。

（委　員）

　施設のこととなりますと費用もかかりますし、なかなか難しいことだとは思いますが、今後、
中、長期計画なりにぜひ反映していただきたいと思います。

　あと、平成31年に稼動を予定しています新しい焼却施設がありますが、新しい焼却施設が稼動
するとリサイクル率が上がるということはあるのでしょうか。

（担当課）

　今のところ分別ルール等の変更はしない予定となっておりますので、それにあわせて劇的にリサイクル率が良くなるということは現段階では考えにくいと思っておりますが、新しい焼却施設には発電施設が付きますので、リサイクル率とは関係がないのですが、ＣＯ２の削減にはいくらか寄与できるのではないかと考えております。

（会　長）

　今の質問と説明に関係することだと思うのですが、進行管理指標の実績や取り組み状況の報告
の次に資料があります。それがおそらく今の話に関連したことになると思いますので、今から説明していただけますか。

（担当課）
それでは、「汚れたプラスチック類の取扱いについて」の資料について説明をさせていただきます。

　現在、プラスチック類は、汚れがあるものにつきましては、濯いだり拭取ったりして出していただくよう啓発に努めているところです。しかしながら、容器の形状などから汚れが取れ難いものもございますので、これを今後どうしていくかというところを今回話し合っていただけたらと思います。

資料「汚れたプラスチック類の取扱いについて」を用いて説明
（会　長）

　いかがでしょうか。

現在、皆様が取り組まれているように洗えば、水を汚しますし、手間もかかります。だからと
言って、洗わずにプラスチックごみに入れると他の綺麗なプラスチックごみまで汚れて資源とし
ての価値が下がってしまいます。それではと、可燃ごみの中に入れてしまうと可燃ごみ中のプラ
スチックが増えてしまうので、今度はＣＯ２の排出量が増えてしまいます。

（委　員）

　それについては前にも提言したのですが。大都市の施設を見学した際には全て燃やしていました。高温で燃やし、発電し、売電していました。せっかく新しい焼却施設を作るのに岩国はそういった施設にはならないと聞きました。

プラスチックを燃やしてＣＯ２が増えるような施設では困るのですが、なぜ、そこができなか
ったのでしょうか。

（担当課）

　今のご意見でございますが、何でも燃やせる施設というのが、どこまでかというのがあるかと
思います。それで、新しい施設につきましても、やはり排ガスの基準というものを設けています。これは、ばい塵であるとか塩化水素、そして硫黄酸化物、窒素酸化物、そしてダイオキシン類の基準値というものを設けておりまして、それがちゃんと守れる施設ということで設計をしております。

　ということで、年間100ｔというものが加わりましても基準値をオーバーしていくものではない
という風に考えております。

（委　員）

　私が話をしたのは、他所が売電していますが、岩国ではそれだけの焼却ごみが確保できない、
発電するのにごみがなければ炉をとめないといけない、それが集まらないからできません、とい
う話を聞きました。

（担当課）
まず、発電をして焼却施設で利用します。次に、隣に余熱利用施設を作りますので、こちらで
余熱と電力の利用をします。そして、余った電力につきましては売電というような形で実施した
いと考えております。

（委　員）

　見学した施設は大きな街のものなので、もの凄いごみの量なのです。処理しきれないごみをストックして炉を止めないようにしていると職員の方が話をしてくれました。以前の話では、岩国のような小さな市では近隣の市町からごみを集めても間に合わないと聞いたはずですが。

（担当課）

　今、試算しておりますのが、年間に43,000ｔくらいの処理。１日に直しますと150何ｔなので
すが、余力をみて160ｔ一日に燃やせる、ということにしております。

（委　員）

　本当に160ｔは集まりますか。

（担当課）

　160ｔではなくて、117.8ｔというのが平均で出て来るごみの量だと。ただ160ｔにしております
のは、やはりメンテナンスをする時とか色々なことがありますので、それだけ安全率というのを
考えまして、1日に160ｔ燃やせる施設としております。

　そして、今の平均117.8ｔのごみが来れば、当然、委員のおっしゃる売電できる施設という考えでおります。

（委　員）

　岩国市内、そのほか柳井市など、どこから集めるかは分かりませんが、きちんと運転はできる
のでしょうか。

（担当課）

　収集エリアは岩国市と和木町ということになっています。

平成24年度にこの施設の基本設計を行っております。その中で稼動時期の平成31年４月の予
定数量といいますか見込数量を出させてもらっています。岩国市はどんどん減量化ということを
しておりますので、31年には下がる方向にはなるかとは思いますが、適正処理をしないといけま
せんので、１日あたり160ｔという数字を出しております。

　なお、岩国市は循環型社会というのを目指していますので、基本的に汚れていないプラについ
てルール変更はしませんということですから、今までどおりプラマークのあるものについては、
定点にそういう形で出していただくことになります。ただし、マヨネーズとかケチャップとかど
うしても汚れの取れ難いものについては可燃物に出してもいいかというのが、今日のご審議いた
だきたい内容でございます。

（委　員）

　色々プラスチックごみの工場を見に行きましたが、工場で梱包されたプラスチックごみで汚れ
たものは強烈な匂いがしていました。

　また、プラスチックごみの汚れたものは、出荷する際に値切られるという話も聞きました。

（委　員）

　匂いがするのは知っていますが、工場の方が話されていたのは、汚れていようがなかろうがス
トックして、売電するために燃やさなければいけないので仕方がない、という話でした。分別も
何もなくごみが搬入されていました。

（委　員）

　委員がおっしゃったのはそういう目的ではないという話ではないですか。

（担当課）

　施設の能力として、公害が出るような施設ではないというのはご理解いただければと思います。

（委　員）

　プラスチックごみの汚れたもの、特にマヨネーズの容器なんかは洗剤を入れたりして、これ一
つ洗うのにも大変手間がかかります。

　アンケートを見ますと、10歳以下というのは自分たちでごみ出しをしないでしょうから関係な
いという意見でしょうし、70歳以上はもったいないという気持ちと時間が十分にあるから今まで
通りでも良いという意見なのではないでしょうか。実際にごみ出しをしている人があれを洗って
出すというのは本当に大変な手間ですよね。だから焼却して欲しいというのがアンケートの結果
に出ているように思えます。

　やはり、岩国は３Ｒ運動というのをしているので、できるものはリサイクルし、洗剤などを使
わないと汚れが落ちないようなものについては焼却するという方向にいかないといけないと思い
ます。

（委　員）

　川西に不燃物処理場ができた時、私たちもあちこちの施設を見に行きました。その時に他所に
は燃やせる施設があるのに、なぜ岩国では燃やせないのだろうと思いました。費用や規模の問題
もあるのかとは思いますが、新しくできる施設はそれでも全部燃やせるものができるものと思っ
ていました。

　分別の方法は今のまま変えないというお話ですし、汚れたものだけを燃やすのは致し方ないの
ではないでしょうか。

（委　員）

　うちは公共下水なのですが、マヨネーズの容器を洗った時に油と中性洗剤が反応したためか汚
水枡で石鹸化しました。２回あったのですが枡の清掃が大変でした。全部洗って出すとなると、
枡は詰まるし、特に年寄りには大変だと思います。

（委　員）

　洗って出すと水が汚れますし、洗わない方が良いと思います。

（担当課）

　汚れたプラの問題なのですが、原則として岩国は容器包装リサイクル法に基づき、容器包装リ
サイクル協会に出荷して、他のプラスチック製品へとリサイクルされておるというのが現状です。

汚れたプラの議論は以前からもあったのですが、せっかく今まで習慣づいて皆様が容リプラに分
別されていますので、新焼却施設稼動後につきましても、引き続き法律に基づいて容器包装リサ
イクル協会へ拠出しようという形で進めてきているのですが、アンケートや皆様のご意見にもあ
ったように、どうしても汚れが取れないものにつきましては、他市でも工夫されているようなの
で、ご意見を伺おうではないかということでお示ししたわけです。

一番よく言われるのが、もし、ここで汚れたプラを燃えるごみということにしたら全部燃える
ごみになるのではないかと、そういう危惧も以前からあります。だったらしない方がいいではな
いかという方もいらっしゃいます。

という風に、非常に微妙なところなのですが、どうしても考えなくてはならない問題だという
ことでお出ししておりますので、ご意見をいただけたらと思います。

（委　員）

　ベルトコンベアでの手選別の作業を見たことがありますが、あれは大変だろうと思います。あ
れを見たら何とかしないといけないなとは思います。

　ただ、一般的に、分別をきちんとしないような人は施設の見学にも行かないでしょうし、行く
人は環境のことなども考えている人でしょうから、その違いもあるのではないかと思います。

（委　員）

　私は今までどおりが良いと思います。

　やはり、なるべく燃やさない、埋め立てないというゼロウェイストの方向に環境は向かってい
ると思っています。

　例えば、汚れたプラは燃えるごみでも良いとなると、燃えるごみは週２回で、プラは週１回な
ので、どうしてもプラを燃えるごみに入れてしまうと思います。私もそうですが人間というもの
は易きに流れますから。

　燃えるものが増えると、次世代の人たちに、やはり良くないと思います。基準があると言って
も、その基準で本当に安全なのかは何十年も経たないと判らないものです。

　私は、ごみの問題について物理学者の方にお話を聞いた時に、質量保存の法則で例え燃やして
も質量は残るという話を聞いて、それは環境に残って大気なり水質なり土壌なりの汚染に繋がる
という話を聞いたのです。例えば、日本で大気と土壌と水質の三つの種類の基準値を設けているというか規制があるのは、そんなに種類がないと思うのです。

　だから、例えば大気に無くても空気に触れて水質とか土壌というのが汚染されている可能性が
あると思います。それが次の世代やもっと後の世代の人達にどういう影響を与えるのか、今は判
らない状態なら、それはやっぱり燃やす量は減らすべきではないかなと思います。だから、10代
の子達が言ったように今までどおりでしていただけたらなと思います。

　確かに水質に関しては汚染が進むかもしれないのですけれど、とにかく分別に関しては、一に
も二にも啓発、広報の繰り返ししかないと思うのです。市民の意識を高めるのは、やはり広報だ
と思います。方法は一つではなくて、若い人はパソコンを使っていると思うので、色々な方法で
広報を繰り返し続けていって欲しいと思います。

　それに、今環境と錦帯橋とか、良い環境で街を売ろうと名を上げようとしている時に、やはり
ごみの問題というのはすごくどの人にも関わってくると思います。ごみに関しては私たち自身が
排出者で、ごみを出さない人はいないので、自分が加害者であり被害者であるという、天に唾し
たら返ってくるという状態だと思うのです。

　ですので、燃やす量をとにかく減らしていただきたいと思います。

（会　長）

　色々な意見が出ておりますが、今日の報告の中にありましたように環境教育の成果が上がって
いません。ですから、他の意見にも出ておりますように、この問題は環境教育とセットで考えて
いかないと話が見えてこないのかなという感じがします。

　今日の報告の中でもありましたように、環境教育を受けている件数が実質的に減っている。こ
ういった傾向の中で話をしていきますと、アンケートの結果だけを見ていていいのかなという感
じもします。

　もう一つは、高齢化が進んでいますので、今までの環境教育のあり方のまま考えていたのでは
対応できないのではないかと思います。

委員のご指摘にありましたように、高齢者の方が容器を洗うのは本当に大変ではないかと思い
ます。その辺りを踏まえながら、もう一度考えていかないといけないと思います。

（委　員）

　今、お配りしました資料は、この汚れたプラスチックのアンケートをそのままコピーして、う
ちの学校の生徒たちに趣旨を説明し集計したものですが、子どもたちはやはり教科書どおりと言
いますか、小中学校から環境に対しての授業を良く受けていまして。

　私はどちらの意見というのも難しいのですが、次の世代を担っていく子どもたちはこのような
考え方で、大人が環境汚染物質を出して負の財産だけを残す。子どもたちが大人になった時に無
茶苦茶になっているというのもどういうものかという考え方もありますし、もう一つは、せっか
く分別するという意識が岩国には根付いていますので、それを潰すのも如何なものかというのも
あります。

その一方で、子どもたちは両親がごみの分別などをし、自分たちでするわけではないので、実
際に自分で生活するようになってみれば煩わしくてやっていられないという気持ちになるかもし
れません。

　また、高校生よりは中学生の方が分別した方が良いという結果になっています。もし、20代を対象にアンケートをとってみたら、高校生よりは20代の方が燃やしてしまえば良いという結果になるのではないでしょうか。

　アンケートは主にリサイクルプラザでとられたそうで環境に関心のある人のものでしょうから、
もし、環境に関心のない一般の人からとれば、もっと燃やした方が良いという意見が出てくるの
かもしれません。ただ、子どもたちは教科書どおりの気質は持っているのではないかと思います。

（会　長）

今日は決めないといけないことはないようですので、貴重な意見をいただきありがとうござい
ました。

色々な難しい問題もあろうかと思いますが、ぜひ市民のために良い方向性を出していただけた
らと思います。

それでは、今日の会議はこれで終わりたいと思います。

どうも、ありがとうございました。
